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1．はじめに 

 音声認識では言語モデルと使用環境との適合度に

より認識率が大きく左右される．高い認識精度を得

るには環境に適合する言語モデルが必要であるが，

実際には言語モデルの作成に必要な書き起こし文の

データを獲得できることは少ない．また，書き起こ

し文の用意にも時間やコストがかかることから使用

環境に適合する言語モデルを使用できることはあま

りない．そのため，大規模なデータベースを利用し，

書き起こし文に準ずる言語モデルを構築して音声認

識を行う研究が行われている．[1][2] 
 本研究は擬似的な原稿文とフィラーの出現確率を

元に言語モデルの作成をして講演音声の認識率向上

を目的とするものである． 

「日本語話し言葉コーパス」[3]から講演の書き起こ

し文を抽出し，それを元に半自動で擬似的な原稿文

を作成した．講演音声のようにもともと原稿が用意

されていたり，発声の内容がある程度決まっていた

りする音声においては，例外的な単語の組合せは発

生しにくいと考えられる．そのとき，擬似的な原稿

文と対象の音声の違いはフィラーや感動詞などの突

発的な単語が大半になると思われる．そこで，書き

起こし文からフィラーと感動詞の情報を取得する．

取得したフィラー・感動詞情報を，擬似的な原稿文

を元にした n-gram に反映させて言語モデルを作成

する手法を検討し，認識実験を行った． 

 

2．フィラー・感動詞の挿入 

 前年度でも「日本語話し言葉コーパス」を使用 

した研究を行っている．[4]書き起こし文と擬似的な

原稿文の n-gramを比較して差異を求めた．その差異

から近似式を用いて原稿文 n-gram に書き起こし文

特有の単語を追加して言語モデルを作成し実験を行

った．また，講演音声に対するバックオフ係数が過

剰であると考え，その最適値を検討した．2 つの実

験から書き起こし文特有の情報の挿入により認識精

度が改善されることと，バックオフ係数は従来の約

1/32倍が最適値になることが確認できた． 

 この前年度研究では書き起こし文と原稿文の差異

である単語すべてを，言語モデルに反映させている．

しかし，この 2 つのデータの違いは主にフィラーや

感動詞であるが，それ以外にも多くの単語が検出さ

れる．これらをすべて訓練データから予測し，言語

モデルの修正を行うことが望ましいが，正確な推定

をするのは難しい． 

 これを考慮し，本研究では原稿文 n-ram に挿入す

るものを種類・頻度などの傾向を特定しやすいフィ

ラーと感動詞の uni-gramのみに限定する． 

 

3．言語モデル作成 

図 1 に言語モデル作成の流れを示す．まず「日本

語話し言葉コーパス」の講演データから書き起こし

文を自動で作成した．その書き起こし文から言いよ

どみ，言い直し，感動詞と接続詞の一部，フィラー

を半自動で取り除いて擬似的な原稿文を作成した．

その書き起こし文と擬似的な原稿文のそれぞれから

n-gram データを作成する．書き起こし文 n-gram か

らフィラー・感動詞の uni-gramの種類・頻度を取得

する．取得した uni-gramを原稿文 uni-gramに挿入

し言語モデルを作成する．また，挿入する uni-gram

の頻度を 1/2倍，2 倍，4倍，・・・，64 倍とするこ

とでフィラー・感動詞の影響を変化させ，それぞれ

の言語モデルを作成する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 言語モデル作成 
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4．実験 
4.1．実験方法 

 本研究では認識器として大語彙連続音声認識エン

ジン Julius[5]を使用して認識実験を行う．認識対象

は「日本語話し言葉コーパスの」の講演音声を用い

る．評価方法は単語正解率 Corr.「正解単語数/対象

単語数」と単語正解精度 Acc.「（正解単語数－湧出

単語数）/対象単語数」を用いる． 

 実験は擬似的な原稿文から作成した n-gram に書

き起こし文から抽出したフィラー・感動詞を追加し

たもので作成した言語モデルと，追加するフィラ

ー・感動詞の頻度を 2 の累乗倍していったモデル，

1/2 倍したモデルで認識実験を行い認識率を求める． 

 

4.2．実験結果 

 原稿文 n-gram にフィラー・感動詞の uni-gram 確

率を追加し，その確率を 1/2 倍と 2 の累乗倍してい

ったモデルの認識実験結果を図 2 に示す．各モデル

はそれぞれ 10 講演分の認識結果を平均したもので

ある．Baseline は原稿文 n-gram に手を加えていな

い言語モデルでの認識結果を示している． 

 原稿文のみに比べ，フィラー・感動詞を追加した

ものはすべて Corr.，Acc.ともに改善されている．

しかし，1/2 倍では原稿文のみより改善されてはい

るが，その改善率は低い．追加するフィラー・感動

詞を 2 の累乗倍していった結果は 16 倍まで Acc.が

上がり，32 倍以降は Corr.は精度が改善され続ける

ものの Acc.はそれまでに比べ下がり始めた．  

 さらに前年度研究で得られたバックオフ係数効果

を確認するため，今回の手法でもバックオフ係数を

1/32 倍にして実験を行った．フィラーと感動詞の

uni-gram 確率を 2 倍，16 倍，32 倍にしたモデルに

対して認識実験を行った結果が図 3 である．どのモ

デルでも図 2 のバックオフ係数低減前より認識率が

向上している． 

 

5．おわりに 

 今回行った実験では原稿文 n-gram に挿入したの

は純粋にフィラーと感動詞の uni-gram のみである．

フィラーと感動詞の挿入のみでも講演音声の認識率

が改善されることが分かった．また，フィラーと感

動詞の確率を 16 倍程度に増やすことでさらに精度

の向上が得られることが分かった．さらに今回の手

法に対してもバックオフ係数低減の併用が可能であ

ることが確認できた．今後，フィラー・感動詞を含

む bi-gram の利用などにより認識率のさらなる向上

を目指したい． 
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図 2 uni-gram 追加 図 3 バックオフ係数 1/32 倍 
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